
＊１ 中国のトップ９大学の総称。構成大学は、北京大、清華大、上海交通大、復旦大、浙江大、南京大、中国科学技術大、ハルピン工業大、西安交通大。
＊2 日本の11の研究大学からなるコンソーシアム。構成大学は、北海道大、東北大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、名古屋大、京都大、大阪大、九州大、筑波大、東京工業大。

＊3 今年度中に開かれるサミットは、６月にYoung Universities Summit（米国）、７月にTeaching Excellence Summit（英国）、９月にWorld Academic Summit（シンガポール）などがある。
　  いずれもTHEの公式サイトより直接申し込みができる。

　　
今
回
、
ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト
の
会

場
と
な
っ
た
の
は
、
中
国
・
深
圳
市
郊

外
に
あ
る
南
方
科
技
大
学
。
T
H
E
が

中
国
本
土
で
初
め
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

け
で
な
く
、
街
全
体
が
イ
ベ
ン
ト
の
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。
随
所
に
ド
ロ
ー
ン

や
ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
し
た
の
も
、
中
国

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
深
圳
な
ら
で
は
だ
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
期
間
は
３
日
間
。

ア
ジ
ア
の
地
域
特
性
を
ふ
ま
え
て
「
産

業
界
か
ら
の
収
入
」
の
ス
コ
ア
比
率
が

高
い
ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表
の

ほ
か
、
講
演
会
や
現
地
視
察
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
の
多
く
は
、
地
元
・
中
国
を

は
じ
め
ア
ジ
ア
の
大
学
関
係
者
や
政
府

機
関
関
係
者
だ
が
、
彼
ら
に
混
じ
っ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ

ア
か
ら
の
大
学
関
係
者
の
姿
も
見
ら
れ

た
。「
伸
び
盛
り
の
ア
ジ
ア
の
大
学
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
優
秀
な
留
学

生
を
獲
得
し
た
い
、
共
同
研
究
に
つ
な

げ
た
い
」
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
を
感

じ
た
。

　
２
日
目
に
行
わ
れ
た
中
国
の
国
家
自

然
科
学
基
金
委
員
会
のW

ei Y
ang

氏

の
講
演
で
は
、「
影
響
力
の
高
い
学
術
論

文
の
生
産
性
に
お
い
て
、
中
国
の
C
9

が
日
本
の
R
U
11
を
上
回
っ
た
」
と
い

う
説
明
が
な
さ
れ
た
。
３
日
目
の

T
H
E
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
分
析

で
も
、
東
京
大
学
【
8
位
】
と
ア
ジ
ア

各
国
の
ト
ッ
プ
大
学
の
詳
細
な
ス
コ
ア

比
較
が
解
説
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
日
本
が
ア
ジ
ア
各
国
、
特
に
中

国
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
に
今
回
の
ア
ジ
ア
版
で
ト
ッ
プ

3
5
0
+
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
日
本
の

大
学
は
89
大
学
と
全
体
の
４
分
の
１
を

占
め
、国
別
で
は
最
多
で
あ
る
。
し
か
し
、

ト
ッ
プ
20
に
入
っ
た
大
学
は
２
大
学
の

み
。
一
方
で
、
中
国
は
全
体
の
５
分
の

１
に
あ
た
る
63
大
学
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、

ト
ッ
プ
20
に
７
大
学
が
入
っ
て
お
り
、

ト
ッ
プ
大
学
で
は
中
国
が
優
位
に
立
っ

て
い
る
。
T
H
E
デ
ー
タ
・
解
析
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
ダ
ン
カ
ン
・
ロ
ス
氏
は
、

「
2
0
1
9
年
に
は
世
界
版
に
中
国
は
新

た
に
10
校
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
中
に
は
7
年
前
に
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
の
こ
の
南
方
科
技
大
も
入
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
予
測
し
て
い
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
デ
ィ

ナ
ー
タ
イ
ム
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル
だ
っ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
職
員
と
タ
イ
の

大
学
教
員
は
、
さ
っ
そ
く
「
学
生
を
送

り
合
お
う
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
話
を

進
め
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
の
あ
る
大

学
は
、「
休
眠
状
態
に
な
っ
て
い
る
海
外

協
定
校
の
関
係
者
を
探
し
て
、
関
係
継

続
の
た
め
に
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い

る
」
と
話
し
て
い
た
。
サ
ミ
ッ
ト
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
既

存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
に
も
活

用
で
き
そ
う
だ
。

　
今
回
、
日
本
か
ら
参
加
し
た
大
学
は

14
校
。
ラ
ン
ク
イ
ン
数
の
割
に
は
参
加

大
学
数
が
多
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
海

外
に
お
い
て
も
ラ
ン
キ
ン
グ
の
是
非
は

終
わ
り
の
な
い
議
論
で
あ
る
も
の
の
、

少
な
く
と
も
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
を
活
用

し
て
自
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
役
立

て
よ
う
と
考
え
て
い
る
参
加
者
は
、
サ

ミ
ッ
ト
全
体
を
通
じ
て
多
か
っ
た
。
例

え
ば
韓
国
の
K
A
I
S
T
【
10
位
】
の

広
報
担
当
者
は
、
T
H
E
の
情
報
誌
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
、
海
外
で

の
認
知
度
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る

と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
工
科
大
学
【

114
位
】
の

改
革
担
当
者
も
、
T
H
E
を
含
む
外
部

か
ら
の
評
価
を
広
報
に
使
う
だ
け
で
な

く
（
名
刺
に
評
価
さ
れ
た
機
関
の
ロ
ゴ

記
載
あ
り
）、
ス
コ
ア
な
ど
を
改
革
の
達

成
目
標
や
K
P
I
と
し
て
設
定
し
て
い

る
と
語
っ
て
い
た
。

　
ア
ジ
ア
版
の
後
に
発
表
さ
れ
た
日
本

版
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
国
際
性
の
ス
コ

ア
の
比
率
が
高
ま
っ
た
。
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
高
め
る
こ
と
は
国
際
競
争
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
日
本
の
大
学
に

対
す
る
ア
ジ
ア
各
国
の
注
目
度
は
依
然

と
し
て
高
く
、
各
大
学
は
そ
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
せ
る
立
場
に
あ
る
。
世
界
各

国
で
行
わ
れ
る
T
H
E
の
サ
ミ
ッ
ト
へ

の
参
加
は
貴
重
な
機
会
に
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。
今
回
の
参
加
を
機
に
改
め
て
そ

う
感
じ
た
。

THEによるランキング結果解説
人脈構築のための休憩時間／
パネルディスカッション／基調講演

ランチ／パネルディスカッション／
基調講演／閉会式
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1会場となった南方科技大学。2012年開校の新しい公立大学で、学生数は約4400人。2初日の
ウェルカムディナーの会場。席は決まっておらず、各自が自由にコミュニケーションを取れる。３南洋理工
大学の学長は講演の中で「科学技術への投資こそ都市の急速な発展をもたらす」と述べた。４中国の
国家自然科学基金委員会のWeiYang氏の講演資料。影響力の高い学術論文の生産性を、中国の
C９、日本のRU１１、米国のアイビーリーグ等で比較している。５、６アジア大学ランキング発表の様子。

拡
大
す
る
ア
ジ
ア
市
場
に

欧
米
の
大
学
が
注
目

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

関
係
継
続
に
サ
ミ
ッ
ト
を
活
用

アジア大学サミット2018概要

注
目
度
の
高
い
日
本

国
際
競
争
力
の
高
い
中
国

ア
ジ
ア
か
ら
日
本
の
高
等
教
育
を
見
る

ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト 

参
加
レ
ポ
ー
ト

2
0
1
8
年
２
月
、日
本
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
先
立
っ
て
、中
国
・
深
圳
市
で
ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、ア
ジ
ア
各
国
の
国
際
的
な

教
育
・
研
究
に
関
す
る
相
互
交
流
を
目
的
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

THE Asia Universities Summit 2018
in Shenzhen

益子裕也
ましこゆうや●大学の活性化、グロー
バル化に向け、多角的に分析・提言を
行っている。
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【開催日時】2018年２月５日～７日
【開催地】南方科技大学（中国・深圳）

【参加費用】約10万円（早期申し込みで割引あり）

【参加者】世界の高等教育機関の教職員、
政府関係者、企業関係者

（日本の参加大学：北海道大、東北大、政策研究大学院大、
東京大、東京工業大、静岡大、長岡技術科学大、岡山大、
九州大、東洋大、東海大、中央大、関西学院大、近畿大）

Connecting cities, changing the world : 
research universities building Asia

THEスタッフによる分科会

ランチ／市内ツアー／ウェルカムレセプション
／ウェルカムディナー

開会式／基調講演

ランチ／分科会／人脈構築のため
の休憩時間／パネルディスカッション
／ディナー／ランキング発表

1

2

3

4

＝5

＝5

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

＝20

＝20

教育機関 国／地域

アジア大学ランキング2018TOP20
2018順位

1

3

2

5

6

4

11

7

9

8

14

10

13

12

15

16

25

19

17

18

29

シンガポール国立大学

清華大学

北京大学

香港大学

香港科技大学

南洋理工大学

香港中文大学

東京大学

ソウル大学

韓国科学技術院（KAIST）
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2017順位

＊2

＊1

（株）進研アド グローバル支援部

＊3

※
本
文
中
に
出
て
く
る
大
学
名
の
下
の【  

】内
の
数
字
は
T
H
E
ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
8
の
順
位
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